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前期後半、開始！ 

３８日間の夏休みが明け、今日から前期後半がスタートしました。酷暑の夏休みでしたが、
普段できない貴重な体験や学びがあったことでしょう。これから、おいおい子どもたちには
話を聞いてみたいと思います。 
本日の前期後半開始日において、次のようなことを話しました。 
この夏休みは、４年に一度のオリンピックがフランスで開催

されました。本町出身の赤崎暁選手（男子マラソン）や古賀紗
理那選手（女子バレーボール）などの頑張りに、勇気と元気を
貰った方は少なくないはずです。大津中学校出身のオリンピア
ン２人か歯を食いしばり立ち向かう姿に、自然と涙が出たのは
私だけでは無かったでしょう。 
赤崎選手は、２８ｋｍ程まで先頭で引っ張りました。体格に勝る外国の選手たち。その先

頭に立つのは、赤崎選手でした。激しい起伏のあるパリ市内のマラソンコースは、“五輪史上
最も過酷な難コース”と言われます。よく箱根駅伝の坂道は“心臓破りの坂”と言われます
が、その最大の急勾配は７～８％だそうです。それと比べ今回は１３．５％あるということ
で、どれだけ過酷なマラソンであったか想像できるかと思います。 
徐々に数名の選手が赤崎選手を抜きますが、赤崎選手も精一杯先頭を追いかけ、見事６位

でゴールして入賞を果たすことができました。 
 
「超楽しかった、最高だ！今までで一番最高に楽しかった！」 
 
そんな過酷なレースの後に、あれだけ爽やかにインタビューに応じる姿にも感動しました。 
また、オリンピックを最後に、女子バレーボールの日本代表を引退した古賀紗理那選手。 

彼女は、日本代表のキャプテンとしてチームを鼓舞し、ここぞという所で得点を重ねました。
強敵相手にひるまずに戦う姿は、とても輝いていました。 
 
「バレーボールが好きな古賀紗理那として戦った。」 
 
この時、古賀選手は心からバレーボールを楽しんだと言うことを知りました。応援してい

る人々に多くの感動を与えてくれました。 
その他に、翔陽高校出身の菊池小巻選手（フェンシング）は見事銅メダルを獲得しました。

３位決定の瞬間に、仲間と涙を流し喜びを分かち合う姿には感動しました。 
この夏は、多くの感動を味わいました。そして、これからの前期後半は、この東小でも多

くの感動があることを期待しています。 

全国学力学習状況調査の分析 

４月１８日に、全国の小学６年生が全員受検する全国学力学習状況調査があ
りました。その結果が夏休み前に届き、分析をしてみました。すると、国語も
算数も全国平均や県平均とほぼ変わらないという結果が見られました。更に詳
細を見ると、書く力（記述力）がとても付いていることが分かりました。 

 本校 県平均 全国平均 
正答率 １００％ ６６％ ６４．６％ 

条件に合わせ 100 字弱で記述する問題は全部で２問。本校はみんな正解しました。なか
なか定着が難しい記述力ですが、みんなに定着してきたことを確認でき嬉しく思いました。 

大津町立大津東小学校 
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秋休みは１０月１２日～１６日。１８日に稲刈り、 
１１月は運動会、１２月は親子ふれあいフェスタ

と学習発表会があります。忙しくなりそうです！ 

成果は、 
“記述力”Up⤴ 

課題は、 
“漢字を書く力” 



PTA愛校作業！お世話になりました！ 

8月１８日に PTA愛校作業を実施しました。東小の
広い校地には、草花が盛んに生長していました。 
朝７時から草刈り機を稼働させ、７時半から１時間

みんなで作業をする予定としていました。職員が６時
過ぎに学校に着くと、既に草刈り機の音が校庭に響い
ていました。PTAだけでなく、地域の方が早朝から汗
を流して作業されていました。頭の下がる思いでした。 
７時半に運動場に集合して、生活委員長さんのあい

さつで作業開始です。 
参加した児童（２８名）をはじめ、ご協力いただいた

保護者（３１名）、更に地域の方（７名）もいらっしゃ
って、１時間でコンテナに溢れんばかりの草が集まり
ました。 
校地内もすっきりと片付き、今日（８月２７日）を迎えることができました。ご協力いた

だいた皆様には、心より感謝申し上げます。東小は“地域とともにある学校”です。これか
らも地域の皆様には大津町教育の日等でも来校いただくことを心待ちにしております。これ
からも、よろしくお願いいたします。 

 

学校運営協議会 
 
７月２３日に、学校運営協議会を実施しました。この

協議会は、法律（地教行法第４７条の６）で示され、
「校長が作成する学校運営の基本方針を承認するこ
と」、「学校運営について教育委員会や学校に意見を述
べることができること」などができる組織です。 
ここで大切なことは、関係者がみな当事者意識を持

って、“地域でどのような子どもを育てていくのか”等
の「熟議（熟慮と議論）」を重ね、ともに目標に向かっ
て「協働」していくことが求められます。 
学校の現状と課題を報告したところ、一定の評価をいただくことができました。次回は、

（R６）2月に実施いたします。 
 

人権教育の研修会から 
 

8月に全日本同和会熊本連合会の研修に参加しました。そこでは、基調講演があり、多く
の確認とともに、更に学習が必要であることを痛感しました。 
「部落問題は個人の心掛けでは無く、社会の在り方の問題であること」、「日常生活の中に
差別があること」、「差別の繰り返しにならないように日々の生活を見ていくこと」、「自
分は今、差別と向き合っているのか考えること」、「人権教育を通して、みんなニコニコ学
校に登校できるようにすること」など、多くの示唆をいただきました。この夏休みに本校職
員も多くの研修会に参加し、先日復講して、共通理解を図り意識を高くしたところです。 

 

12月迄の主な行事 
 
１０月１１日前期終業式   １０月１７日後期始業式   １１月１０日運動会 
１２月 ７日親子ふれあいフェスタ  １２月２１日学習発表会 
１２月２４日後期前半終了日  （※１２／２５～１／７冬休み） 
 

 大津東小ホームページもご覧ください！ 
大津東小学校 検索 
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